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ははじじめめにに 
 

 八代海は、湾奥部では干潟域が広がり内湾性が強く、湾中央部からは徐々に水

深が深くなり外洋性を帯びてきます。そのため、各地先の漁場特性に合わせて、

採貝業やノリ養殖業、漁船漁業、魚類養殖業等の様々な漁業が営まれています。 

 

 

内内容容ににつついいてて 
 

 近年、八代海では秋季の水温低下の遅

れや珪藻赤潮の早期発生に伴うノリ漁

期の短縮化や有害赤潮による漁業被害

が発生している一方で、湾奥部や芦北・

水俣地域では新たにクマモト・オイスタ

ーやマガキ等カキ類垂下養殖が盛んに

進められています。 

しかし、同海域は潮汐や陸水の影響を

受けやすいため環境変動が激しく、漁場

の利活用にあたっては、その漁場特性を

十分に理解する必要があります。 

そこで、平成 27 年からノリ・カキ類

養殖漁場のある八代市鏡町地先の表層

及び中層に、カキ類養殖漁場のある水俣市袋湾の表層に、水質の自動観測機器を設

置しており、当該漁場の 30 分毎の水質観測データを随時、水産研究センターのホ

ームページ上で公開しています（図１）。 

水質の観測項目は水温、塩分、溶存酸素飽和度、クロロフィル蛍光値※です。海

況の把握やノリ・カキ類等の養殖管理に御活用ください。 

 

図１ 自動観測機器設置の場所 

ノリ養殖漁場 カキ類養殖漁場 八代海干潟漁場 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ ホームページで公開中の水質情報 


